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令和６年 11 月定例会 
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傍聴用





【教育委員会定例会提出資料】 

議案第１号 教育部学校教育課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長)上條貴芳 (担当係長)高橋満  

  

タイトル 
安曇野市教育振興基本計画案に関するパブリックコメントの実

施について 

決定を要する事項の内容 標記計画案につきパブリックコメントを実施することの可否 

要旨 

定例教育委員会、総合教育会議、計画策定検討委員会等の議論を

経て安曇野市教育振興基本計画の案を作成した。これについてパ

ブリックコメントを実施したいため、協議するもの。 

 

１ 計画の趣旨、位置づけ 

本市の教育の目指すべき姿と方向性、事業の進め方などを明

らかにするもの。教育大綱を兼ね。教育委員会の所管事務全般

を統括して管理するもの。 

 

２ 策定のポイント 

  別紙のとおり 

 

３ 経過 

令和５年 

11 月 教育委員会定例会承認（策定趣旨）、部長会議（趣

旨説明） 

12 月 教育委員会定例会承認（関連要綱）、福祉教育委員

会（趣旨説明） 

令和６年 

６月 第１回計画策定検討委員会（趣旨） 

７月 総合教育会議承認（趣旨、教育大綱との統合、基本

理念等）、児童生徒・保護者を対象にしたアンケート実

施 

10 月 第２回計画策定検討委員会（アンケート結果分析報

告、骨子案に対する意見聴取） 

11 月 第３回計画策定検討委員会（素案に係る意見聴取） 

 

４ 今後の予定 

令和６年 

11 月 教育委員会定例会（パブコメについて） 

12 月 部長会議、市議会福祉教育委員会・全員協議会（パ
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ブコメについて）、パブリックコメントの実施 

令和７年 

２月 第４回計画策定検討委員会、教育委員会定例会、理

事者決裁（計画策定及び教育大綱・小中学校の将来構想

の統合）、市議会福祉教育委員会・全員協議会（成案報

告） 

 

 

（以 上） 
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第１次 安曇野市教育振興基本計画の概要 
 

１ 計画の目的・位置付け 

(１) 教育委員会においては「第３次安曇野市教育大綱」に基づき施策を進めてき

たが、個々の事業の概要説明や数値目標がなかった。教育大綱の基本理念に沿い

つつ、より具体化な行政計画である「安曇野市教育振興基本計画」を策定するこ

とで、本市の教育の目指すべき姿と方向性、事業の進め方などを市民に明らかに

することを目的とする。 

(２) 教育基本法第 17 条に基づく行政計画。教育分野において本市総合計画に次ぐ

ものとして、教育委員会の所管事務全般を統括して管理するもの。なお、地方教

育行政法第１条の３の教育大綱を兼ねるものとする。 

 

２ 計画期間 

 令和７年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで（４年間） 

 

３ 策定のポイント 

 (１) 教育行政全体を見据え、１つの目線で計画策定・進捗管理を行うことで、均

衡のとれた施策の展開を目指す。 

(２) 計画その他関連事務の合理化を図る。 

(３) 生涯学習、文化、図書館の各分野は、現在施行中の各行政計画がある。今回

の策定作業においては、原則として、基本理念・基本方針と現在施行中の個別計

画による施策を接続するような記載とした。 

(４) 学校教育、学校給食の各分野は、具体的な計画が存在しなかったため、教育

振興基本計画の中で、新たに政策の体系・施策・事務事業を整理した。 

 

４ 基本理念等 

(１) 基本理念 

・からだを動かし、頭で考え、心に感ずる「未来を拓くたくましい安曇野の子ど

も」を育みます。 

・生涯を通じた学び、すべての人が生涯を通じて学び合い、文化・芸術のかおり

高い安曇野を目指します。 

 

(２) 基本方針 

・【子ども子育て】子ども・若者が健やかに成長し、安心して暮らせるまちの実現 

・【学校教育】郷土愛と未来を切り拓く力を育む魅力ある学校教育の実現 

・【家庭・地域との連携】学校と家庭、地域等との連携による豊かな学びと心の育成

の実現 

・【生涯学習】生涯を通じ学ぶ喜びを実感できる地域の実現 

・【スポーツ】スポーツを通じて心や体を健やかに育む地域の実現 

・【文化芸術】文化芸術を育むとともに歴史・文化遺産を継承し続ける地域の実現 

（第３次教育大綱の内容を引き継ぐもの。R6.7.24 総合教育会議承認） 

 

 

（以 上）
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第２号 教育部学校教育課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長) 上條貴芳(担当)高橋満 

  

タイトル 安曇野市民生委員推薦会の委員推薦について 

決定を要する事項 標記委員として推薦する者 

要旨 

安曇野市民生委員推薦会の委員のうち教育委員の枠については二

村美智子教育委員が務めていたところ、今般教育委員を退任され

た。このことにより、後任の推薦について依頼を受けたため、協議

するもの。 

説明 

１ 任期  

前任者の残任期間（令和８年４月 30 日まで） 

 

２ 根拠 

○安曇野市民生委員推薦会規則（平成 17 年安曇野市規則第 47 号） 

（趣旨） 

第１条 この規則は、民生委員法施行令（昭和 23 年政令第 226 号）第７条

の規定により、安曇野市民生委員推薦会（以下「推薦会」という。）の委

員の定数その他について必要な事項を定めるものとする。 

（定数） 

第２条 推薦会の委員の定数は、12 人以内とする。 

 

（以 上） 
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安曇野市情報公開条例 （平成18年安曇野市条例第５号）第５条
第１項第２号に規定する個人に関する情報であって、特定の個人 
が識別され、又は識別され得るものに該当するものであるため、
非公開とします。
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第３号 教育部  生涯学習課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長) 二木正 (担当) 大蔵邦之 

  

タイトル 安曇野市公民館活動推進功労者表彰要綱の一部改正について 

決定を要する事項 標記要綱の改正の可否 

要旨 
表彰の対象から安曇野市中央公民館長を削り、社会教育指導員を加

えるもの。 

説明 

 

１ 第2条第1号において、「安曇野市公民館の委員」を「安曇野市公民

館サポート会議の委員」と明確に定めるもの。 

 

２ 第 2 条第 2 号において、市の正規職員である安曇野市中央公民館

長を削り、社会教育指導員を加えるもの。 

 

３ 表彰推薦様式に、団体・団体代表者記載の項目を加え、推薦者の

押印、及び表彰候補者の性別・年齢欄を削るものとして改めるも

の。 

 

４ その他、字句を整理するもの。 

 

５ 施行日 令和６年 12 月１日 
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３
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８
年
以
上
そ
の
職
務
に
従
事
し
退
職
し
た
者
 

(２
) 

安
曇
野
市
公
民
館
分
館
長
又
は
安
曇
野
市
社
会
教
育
指
導
員
の
職
に
あ
り
、
通
算
し
て

６
年
以
上
務
め
退
職
し
た
も
の
 

(２
) 

安
曇
野
市
中
央
公
民
館
長
又
は
安
曇
野
市
中
央
公
民
館
分
館
長
の
職
に
あ
り
、
通
算
し

て
６
年
以
上
務
め
退
職
し
た
者
 

(３
) 

安
曇
野
市
地
区
公
民
館
活
動
補
助
金
交
付
規
則
（
平
成
27
年
安
曇
野
市
規
則
第
23
号
）

第
２
条
に
基
づ
く
、
安
曇
野
市
地
区
公
民
館
の
館
長
、
副
館
長
、
主
事
又
は
各
部
等
の
部
長

の
職
に
あ
り
、
継
続
し
て
４
年
以
上
務
め
退
職
し
た
も
の
又
は
通
算
し
て
８
年
以
上
務
め
退

職
し
た
も
の
。
た
だ
し
、
既
に
表
彰
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
期
間
を
除
く
。
 

(３
) 

安
曇
野
市
地
区
公
民
館
活
動
補
助
金
交
付
規
則
（
平
成
27
年
安
曇
野
市
規
則
第
23
号
）

第
２
条
に
基
づ
く
、
安
曇
野
市
地
区
公
民
館
の
館
長
、
副
館
長
、
主
事
又
は
各
部
等
の
部
長

の
職
に
あ
り
、
継
続
し
て
４
年
以
上
務
め
退
職
し
た
者
又
は
通
算
し
て
８
年
以
上
務
め
退
職

し
た
者
た
だ
し
、
既
に
表
彰
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
期
間
を
除
く
。
 

(４
) 

（
略
）
 

 

(４
) 

（
略
）
 

 

（
表
彰
の
推
薦
）
 

（
表
彰
の
推
薦
）
 

第
４
条
 
安
曇
野
市
公
民
館
分
館
長
は
、
表
彰
候
補
者
に
つ
い
て
安
曇
野
市
公
民
館
活
動
推
進
功

労
者
表
彰
推
薦
書
（
別
記
様
式
）
を
作
成
し
、
安
曇
野
市
公
民
館
長
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に

安
曇
野
市
公
民
館
長
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

第
４
条
 
安
曇
野
市
中
央
公
民
館
分
館
長
は
、
表
彰
候
補
者
に
つ
い
て
安
曇
野
市
公
民
館
活
動
推

進
功
労
者
表
彰
推
薦
書
（
別
記
様
式
）
を
作
成
し
、
安
曇
野
市
公
民
館
長
会
の
定
め
る
期
日
ま

で
に
安
曇
野
市
公
民
館
長
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

 

-10-



・
別

記
様

式
（

第
４

条
関

係
）

 

 

安
曇

野
市

公
民

館
活

動
推

進
功

労
者

表
彰

推
薦

書
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

（
宛

先
）

 
安

曇
野

市
公

民
館

長
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

推
薦

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

居
所

又
は

住
所

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
館

長
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

安
曇

野
市

公
民

館
活

動
推

進
功

労
者

表
彰

要
綱

第
４

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
下

記
の

者
を

表
彰

候
補

者

と
し

て
推

薦
し

ま
す

。
 

記
 

 

（
ふ

り
が

な
）

 

氏
名

・
団

体
名

 

 
（

ふ
り

が
な

）
 

団
体

代
表

者
 

氏
名

 

 

現
住

所
 

（
団

体
の

場
合

は
 

代
表

者
の

現
住

所
）

 

 

所
属

公
民

館
 

 
職

 
名

 
 

推
 

薦
 

理
 

由
 

   

公 民 館 関 係 経 歴
 

    

改
正

後
 

別
記

様
式

（
第

４
条

関
係

）
 

 

安
曇

野
市

公
民

館
活

動
推

進
功

労
者

表
彰

推
薦

書
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

（
宛

先
）

 
安

曇
野

市
公

民
館

長
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

推
薦

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

居
所

又
は

住
所

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
館

長
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㊞
 

 

安
曇

野
市

公
民

館
活

動
推

進
功

労
者

表
彰

要
綱

第
４

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
下

記
の

者
を

表
彰

候
補

者

と
し

て
推

薦
し

ま
す

。
 

記
 

 氏
 

名
（

ふ
り

が
な

）
 

生
年

月
日

 
性

 
 

別
 

 
大

・
昭

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

男
 

 
・

 
 

女
 

現
住

所
 

 

所
属

公
民

館
 

 
職

 
名

 
 

推
 

 

薦
 

 

理
 

 

由
 

   

公 民 館 関 係 経 歴
 

    

 

改
正

前
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第４号 教育部  生涯学習課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長)二木正 (担当) 大蔵邦之 

  

タイトル 安曇野市地区公民館報表彰要綱の一部改正について 

決定を要する事項 標記要綱の改正の可否。 

要旨 
表彰を決定する者を定めるとともに、安曇野市地区公民館報表彰審査

会（以下「審査会」という。）の組織・会議を見直すもの。 

説明 

 

１  第 7 条において、第 2 項の定足数、及び第 3 項の表決数を定める

ことは、附属機関ではない本審査会にはそぐわないため、これを削

るもの。 

 

２  改正前にあっては審査会の審査内容の扱いが定められていなか

ったため、第 7 条第 3 項として、審議会の評価を表彰の決定者に報

告することを定めるもの。 

 

３  改正前あっては不明瞭であった表彰の決定者を、第 9 条で安曇

野市公民館長会長と定めるもの。  

 

４  要綱全体において、安曇野市中央公民館長とあるものを、表彰を

行う安曇野市公民館長会長に改めるもの。 

   これに伴い、第 4 条の申請先、第 6 条の審査会の組織、及び表彰

申請書様式の宛先を改めるもの。 

 

５  その他、字句を整理するもの。 

 

６  施行日 令和６年 12 月１日 
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〇
安

曇
野

市
地

区
公

民
館

報
表

彰
要

綱
（
平

成
2

7
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
告

示
第

2
号

）
 

改
正

後
 

改
正

前
 

（表
彰

の
対

象
） 

（表
彰

の
対

象
） 

第
２
条
 
表
彰
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
度
１
回
、
５
月
に
行
う
も
の
と
す
る
。
 

２
 
表

彰
の

対
象

と
な

る
地

区
公

民
館

報
は

、
表

彰
す

る
日

の
属

す
る

年
（以

下
「表

彰
年

」と
い

う
。
）の

前

年
の

２
月

１日
か

ら
表

彰
年

の
１月

3
1日

ま
で

の
間

に
発

行
し

た
全

て
の

も
の

と
す

る
。
 

 

第
２
条

 
表

彰
の

対
象

と
な

る
地

区
公

民
館

報
は

、
審

査
を

行
う

前
年

度
の

２
月

１日
か

ら
当

該
年

度
の

１月

3
1日

ま
で

の
間

に
発

行
し

た
も

の
と

す
る

。
 

 

（表
彰

の
種

類
及

び
件

数
） 

（表
彰

の
種

類
及

び
件

数
） 

第
３
条

 
（略

） 
第

３
条

 
（略

） 

２
 
表

彰
年

の
前

年
度

か
ら

起
算

し
た

過
去

３
年

度
で

最
優

秀
賞

を
３
年

連
続

で
受

賞
し

た
地

区
公

民
館

に

つ
い

て
は

、
表

彰
年

か
ら

の
３
年

間
は

表
彰

の
対

象
外

と
す

る
。
 

 

２
 
審

査
実

施
年

度
の

前
年

度
よ

り
起

算
し

た
過

去
３
年

度
で

最
優

秀
賞

を
３
年

連
続

で
受

賞
し

た
地

区
公

民
館

に
つ

い
て

は
、
当

該
年

度
か

ら
の

３
年

間
は

表
彰

の
対

象
外

と
す

る
。
 

 

（表
彰

の
申

請
） 

（表
彰

の
申

請
） 

第
４
条

 
表

彰
の

申
請

を
し

よ
う

と
す

る
者

は
、
別

に
定

め
る

期
間

中
に

、
安

曇
野

市
地

区
公

民
館

報
表

彰

申
請

書
（別

記
様

式
）に

必
要

な
書

類
を

添
付

し
て

、
安

曇
野

市
公

民
館

長
会

長
に

申
請

す
る

も
の

と
す

る
。
 

第
４
条

 
表

彰
の

申
請

を
し

よ
う

と
す

る
者

は
、
別

に
定

め
る

期
間

中
に

、
安

曇
野

市
地

区
公

民
館

報
表

彰

申
請

書
（別

記
様

式
）に

必
要

な
書

類
を

添
付

し
て

、
安

曇
野

市
中

央
公

民
館

長
に

申
請

す
る

も
の

と
す

る
。
 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

 

２
 
申

請
す

る
地

区
公

民
館

報
は

、
第

２
条

で
定

め
た

期
間

に
発

行
さ

れ
た

も
の

全
て

と
す

る
。
 

 

（組
織

） 
（組

織
） 

第
６
条

 
審

査
会

は
、
委

員
５
人

以
内

で
組

織
し

、
次

に
掲

げ
る

者
の

う
ち

か
ら

、
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

が

委
嘱

又
は

任
命

す
る

。
 

第
６
条

 
審

査
会

は
、
委

員
５
人

以
内

で
組

織
し

、
次

に
掲

げ
る

者
の

う
ち

か
ら

、
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

が

委
嘱

又
は

任
命

す
る

。
 

(１
) 

（略
） 

(１
) 

（略
） 

(２
) 

安
曇

野
市

公
民

館
長

会
の

代
表

 
(２

) 
安

曇
野

市
中

央
公

民
館

長
 

(３
) 

安
曇

野
市

公
民

館
長

会
長

の
推

薦
す

る
者

 
(３

) 
安

曇
野

市
中

央
公

民
館

長
の

推
薦

す
る

者
 

(４
) 

（略
） 

(４
) 

（略
） 

２
～

４
 
（略

） 

 

２
～

４
 
（略

） 

 

（会
議

） 
（会

議
） 

第
７
条

 
（略

） 
第

７
条

 
（略

） 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

２
 
審

査
会

の
会

議
は

、
委

員
の

過
半

数
が

出
席

し
な

け
れ

ば
開

く
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

３
 
審

査
会

の
議

事
は

、
出

席
委

員
の

過
半

数
を

も
っ

て
決

し
、
可

否
同

数
の

と
き

は
、
会

長
の

決
す

る
と

こ

ろ
に

よ
る

。
 

２
 
（略

） 
４
 
（略

） 
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改
正

後
 

改
正

前
 

３
 
審

査
会

は
、
表

彰
の

申
請

が
あ

っ
た

地
区

公
民

館
報

を
審

査
し

、
表

彰
の

目
安

と
な

る
評

価
を

安
曇

野

市
公

民
館

長
会

長
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。
 

 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

 

（表
彰

の
決

定
） 

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

第
９
条

 
安

曇
野

市
公

民
館

長
会

長
は

、
第

７
条

第
３
項

の
報

告
に

基
づ

き
、
表

彰
す

る
地

区
公

民
館

報
を

決
定

す
る

。
 

 

＿
＿

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

 

（表
彰

の
方

法
） 

（表
彰

の
方

法
） 

第
10

条
 
（略

） 
第

９
条

 
（略

） 

２
 
（略

） 

 

２
 
（略

） 

 

（そ
の

他
） 

（そ
の

他
） 

第
11

条
 
（略

） 

 

第
10

条
 
（略

） 
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別
記

様
式

（
第

４
条

関
係

）
 安

曇
野

市
地

区
公

民
館

報
表

彰
申

請
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

 
（

宛
先

）
 

安
曇

野
市

公
民

館
長

会
会

長
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

申
請

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

居
所

又
は

住
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
区

公
民

館
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安
曇

野
市

地
区

公
民

館
報

表
彰

要
綱

第
４

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
下

記
の

と
お

り
申

請
し

ま
す

。
 

記
 

応
募

作
品

名
 

 

発
行

部
数

 
部

 

  主
な

記
事

の
掲

載
意

図
 

 

年
間

発
行

回
数

 
回

 

判
型

・
平

均
ペ

ー
ジ

数
 

判
 

 
 

 
ペ

ー
ジ

 

１
部

あ
た

り
の

経
費

 
 

円
 

製
本

形
式

 
外

注
 

・
 

 
コ

ピ
ー

（
印

刷
機

）
 

編
集

体
制

 
例

：
○

○
編

集
委

員
会

（
△

人
）

 

※
 添

付
書

類
・

・
・

応
募

作
品

各
１

部
 

改
正

後
 

 

別
記

様
式

（
第

４
条

関
係

）
 安

曇
野

市
地

区
公

民
館

報
表

彰
申

請
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

 
（

宛
先

）
 

安
曇

野
市

中
央

公
民

館
長
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第５号 教育部 子ども家庭支援課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長)山越寿彦 (担当係長)赤羽賢一 

  

タイトル 
安曇野市子ども・子育て支援事業計画案に関するパブリックコメ

ントの実施について 

決定を要する事項の内容 標記計画案につきパブリックコメントを実施することの可否 

要旨 
第３次安曇野市子ども・子育て支援事業計画案を作成したので、

パブリックコメントを実施したいため協議するもの。 

 

１ 計画の目的、位置づけ 

子どもの健やかな育ちと保護者の子育てを社会全体で支援

する環境整備を計画的に推進するため、幼児期の学校教育・保

育、地域の子ども・子育て支援の量の見込みと確保方策等を定

めるもの。なお、策定にあたって、「次世代育成支援行動計画」

を継承する。 

 

２ 経過 

 令和５年 10 月 部長会議にて策定方針説明 

 令和５年 12 月 市民アンケートの実施 

 令和６年７月～８月 庁内検討会議による協議（２回） 

 令和５年 11 月～令和６年 11 月 子ども・子育て会議による協議 

 

３ 策定のポイント 

(１) 同時策定のこども計画と共通した基本理念及び基本目標

等を設定。  

(２) 児童福祉法及び子ども・子育て支援法改正により新たに４

事業（妊婦等包括相談支援事業、産後ケア事業、子育て世帯訪

問支援事業、乳児等通園支援事業）を計画に位置付ける。 

(３) 安曇野市立認定こども園民営化中長期ビジョンを組み入

れる。 

 

４ 今後の予定 

令和６年 12 月 13 日 市議会 福祉教育委員会 

令和６年 12 月 19 日 市議会 全員協議会 

令和６年 12 月 23 日～パブリックコメントの実施 

令和７年２月５日  第５回子ども・子育て会議 

令和７年２月上旬  計画決定（理事者決裁） 
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第３次安曇野市子ども・子育て支援事業計画案の概要 

 

1.計画の趣旨・位置づけ 

 子ども・子育て支援法第 61 条に基づき、子どもの健やかな育ちと保護者の子育

てを社会全体で支援する環境整備を計画的に推進することを目的とするもの。 

  なお、策定にあたっては、次世代育成支援対策推進法に基づく「次世代育成支援

行動計画」を継承しつつ、上位計画である「第 2次安曇野市総合計画」のほか、「安

曇野市こども計画」及び各種関連計画と整合・連携を図る。 

  

2.計画期間 令和７年度～令和 11 年度（５年間） 

 

3.策定のポイント 

（１） 教育・保育区域の設定、幼児期の教育・保育、地域の子育て支援の量の見込

みと確保方策を設定する。 

（２） 市こども施策全体の整合性を図るため、同時策定する「安曇野市こども計画」

（市こども施策を網羅し、総合的に推進するもの）と共通の基本理念及び基

本目標等を設定する。 

（３） 児童福祉法及び子ども・子育て支援法の改正により新たに４事業（妊婦等包

括相談支援事業、産後ケア事業、子育て世帯訪問支援事業、乳児等通園支援

事業）を計画に位置付ける。 

（４） 教育・保育の一体的提供及び推進に関する体制を確保するため、安曇野市立

認定こども園民営化中長期ビジョンを計画に組み入れる。 

 

4.基本理念 『自然・地域・人が紡ぐ こどもがまんなかのまち 安曇野』 

 

5.基本目標 

子ども・若者がたくま

しく、健やかに成長で

きるまち 

保護者に対し妊娠から子育て期までの切れ目のないサポー

トを行うとともに、豊かな自然や地域での多様な交流・体験

を通じて、全ての子どもがたくましく健やかに育まれるまち

を目指します。 

子ども・若者が自立

し、安心して暮らせる

まち 

健康や経済的なサポートを通じて、子ども・若者が将来に夢

と希望を持ち、子育て家庭が安心して子どもと向きあうこと

ができるまちを目指します。 

地域全体で子ども・若

者、子育てを支えるま

ち 

子どもは権利の主体であることを地域全体で共有し、子ど

も・若者の意見を尊重します。また、子どもの居場所や遊び

場の確保、家庭教育・地域教育力の向上、主体的な学びの場

の提供等を通じて、地域ぐるみで子ども・若者、子育てを支

えるまちを目指します。 

 

-18-



 

6.施策体系 

 

 

 

基本目標 NO 施策目標（成果指標） NO 基本施策 こ 子

1 学校教育の推進   ●

2 いじめ・不登校対策 ●

2 子どもの意見表明・社会参画の促進 ●

1 家庭教育・地域教育の充実 ●

2 子どもの居場所づくり ● ●

3-3 安全・安心に子育てができる環境づくり 1 遊び場と安全を確保する環境の整備 ● ●

●こ…こども計画の策定範囲　●子…子ども子育て支援事業計画の策定範囲

1

2

3

4

1

子ども・若者がたくましく、健
やかに成長できるまち

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
ご
と
の
施
策

誕生前から乳幼児期までの切れ目のない
支援

安心できる妊娠・出産環境の構築 ●

乳幼児と保護者への健康支援 ●

教育・保育サービスの充実 ●

子育ての相談窓口、情報発信 ●

学童期・思春期の継続した育ちの支援

子ども・若者が自立し、安心し
て暮らせるまち

青年期以降の自立と自己実現の支援

就労・結婚の支援 ●

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
全
体
の
施
策

困難を有する子ども・若者、家庭への支
援

児童虐待防止対策の充実 ●

5

6

1

2

1

2

3

仕事と生活の調和の推進 ●

ひきこもりの予防と自立支援 ●

子育て家庭、生活困窮家庭への支援 ● ●

ひとり親家庭への支援 ●

障がい・発達特性のある子ども、家庭への支援 ●

子どもの自殺対策と犯罪予防 ●

地域全体で子ども・若者、子育
てを支えるまち

子どもの権利の地域全体での共有
子どもの権利の周知・啓発 ●

地域で子どもの成長を支える仕組みづく
り

3-2

4

1-1

1-2

2-1

2-2

3-1
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第６号 教育部 子ども家庭支援課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長)山越寿彦 (担当)赤羽賢一 

  

タイトル 
安曇曇野市こども計画案に関するパブリックコメントの実施に

ついて 

決定を要する事項 標記計画案につきパブリックコメントを実施することの可否 

要旨 
安曇野市こども計画案を作成したので、パブリックコメントを実

施したいため協議するもの。 

 

１ 計画の目的、位置づけ 

全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活

を送ることができる社会の実現のため、市のこども施策を網羅

し、総合的に推進することを目的とするもの。「子ども・若者

計画」、「こどもの貧困の解消に向けた対策についての計画」と

一体的に策定する。 

 

２ 経過 

 令和６年６月 部長会議にて策定方針と協議機関の設置につ

いて説明 

 令和６年７月 こども計画検討会議を発足 

市民アンケート、子ども向けワークショップの実施 

 令和６年７月～令和６年 11 月 こども計画検討会議による協議 

 

３ 策定のポイント 

(１) 同時策定の子ども・子育て支援事業計画と共通した基本理

念及び基本目標等を設定する。 

(２) こども施策を網羅するため、上記計画の幼児期の学校教

育・保育、地域の子育て支援等の内容を本計画に組み入れる。 

 

４ 今後の予定 

令和６年 12 月 13 日 市議会 福祉教育委員会 

令和６年 12 月 19 日 市議会 全員協議会 

令和６年 12 月 23 日～パブリックコメントの実施 

令和７年２月５日  第４回こども計画検討会議・第５回子ど

も・子育て会議 

令和７年２月上旬  計画決定（理事者決裁） 
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安曇野市こども計画案の概要 

 

1.計画の趣旨・位置づけ 

こども基本法第 10 条の規定に基づき、全てのこども・若者が身体的・精神的・

社会的に幸福な生活を送ることができる社会の実現のため、市のこども施策を網羅

し、総合的に推進することを目的とするもの。 

策定にあたっては、子ども・若者育成支援推進法に基づく「子ども・若者計画」、

こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律に基づく「こどもの貧困の解

消に向けた対策についての計画」と一体的に策定し、上位計画である「第２次安曇

野市総合計画」のほか、「第３次安曇野市子ども・子育て支援事業計画」及び各種

関連計画と整合・連携を図る。 

 

2.計画期間 令和７年度～令和 11 年度（５年間） 

 

3.策定のポイント 

（１）市こども施策をライフステージごとの施策（誕生前から乳幼児期、学童期・思

春期、青年期）、ライフステージ全体の施策に分類することで分かりやすい施

策体系を形成する。 

（２）市こども施策全体の整合性を図るため、同時策定する「第３次子ども・子育て

支援事業計画」（幼児期の学校教育・保育、地域の子育て支援等の需給計画）と

共通の基本理念及び基本目標等を設定する。また、市こども施策を網羅するため、

同計画の内容も組み入れて策定する。 

 

4.基本理念 『自然・地域・人が紡ぐ こどもがまんなかのまち 安曇野』 

 

5.基本目標 

子ども・若者がたくま

しく、健やかに成長で

きるまち 

保護者に対し妊娠から子育て期までの切れ目のないサポー

トを行うとともに、豊かな自然や地域での多様な交流・体験

を通じて、全ての子どもがたくましく健やかに育まれるまち

を目指します。 

子ども・若者が自立

し、安心して暮らせる

まち 

健康や経済的なサポートを通じて、子ども・若者が将来に夢

と希望を持ち、子育て家庭が安心して子どもと向きあうこと

ができるまちを目指します。 

地域全体で子ども・若

者、子育てを支えるま

ち 

子どもは権利の主体であることを地域全体で共有し、子ど

も・若者の意見を尊重します。また、子どもの居場所や遊び

場の確保、家庭教育・地域教育力の向上、主体的な学びの場

の提供等を通じて、地域ぐるみで子ども・若者、子育てを支

えるまちを目指します。 
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6.施策体系 

 

 
基本目標 NO 施策目標（成果指標） NO 基本施策 こ 子

1 学校教育の推進   ●

2 いじめ・不登校対策 ●

2 子どもの意見表明・社会参画の促進 ●

1 家庭教育・地域教育の充実 ●

2 子どもの居場所づくり ● ●

3-3 安全・安心に子育てができる環境づくり 1 遊び場と安全を確保する環境の整備 ● ●

●こ…こども計画の策定範囲　●子…子ども子育て支援事業計画の策定範囲

1

2

3

4

1

子ども・若者がたくましく、健
やかに成長できるまち

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
ご
と
の
施
策

誕生前から乳幼児期までの切れ目のない
支援

安心できる妊娠・出産環境の構築 ●

乳幼児と保護者への健康支援 ●

教育・保育サービスの充実 ●

子育ての相談窓口、情報発信 ●

学童期・思春期の継続した育ちの支援

子ども・若者が自立し、安心し
て暮らせるまち

青年期以降の自立と自己実現の支援

就労・結婚の支援 ●

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
全
体
の
施
策

困難を有する子ども・若者、家庭への支
援

児童虐待防止対策の充実 ●

5

6

1

2

1

2

3

仕事と生活の調和の推進 ●

ひきこもりの予防と自立支援 ●

子育て家庭、生活困窮家庭への支援 ● ●

ひとり親家庭への支援 ●

障がい・発達特性のある子ども、家庭への支援 ●

子どもの自殺対策と犯罪予防 ●

地域全体で子ども・若者、子育
てを支えるまち

子どもの権利の地域全体での共有
子どもの権利の周知・啓発 ●

地域で子どもの成長を支える仕組みづく
り

3-2

4

1-1

1-2

2-1

2-2

3-1
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第７号 教育部教育部 こども園幼稚園課 

令和 6 年 11 月 28 日提出 (課長)佐々木真貴  (担当係長) 青嶋梢 

  

件名 安曇野市立認定こども園条例施行規則の一部改正について 

決定を要する事項の

内容 
標記規則改正の可否 

要旨 
法改正等に伴い、安曇野市立認定こども園条例施行規則（令和４年安曇

野市教育委員会規則第５号）の様式を改正する。 

説明 

 

１ 趣旨 

・健康保険証及び特別児童扶養手当証書の廃止に伴い、本人確認書類

として規定されているそれぞれの文言を削除する改正を行うもの。 

・その他、所要の改正を行うもの。 

 

２ 施行日 

 令和 6 年 12 月 2 日 

 

３ 一部改正の内容 

 別添のとおり 

 

 

（以 上） 
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議案第８号 教育部 各課 

令和６年 11 月 28 日提出  

  

タイトル 共催・後援依頼について 

決定を要する事項の内容 教育委員会の共催・後援依頼についての協議 

要旨 

 

課名 共催 後援 

学校教育課   

生涯学習課 １件 １件 

文化課 １件 １件 

子ども家庭支援課   

               （詳細 別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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【教育委員会提出資料】 

議案第９号 教育部 学校給食課 

令和 6 年 11 月 28 日提出 (課長) 西澤弘修 （担当）米倉秀政 

  

タイトル 学校給食費の見直しに係る諮問について 

決定を要する事

項の内容 
学校給食費の見直しに係る諮問の実施、及び諮問内容の協議 

要旨 

安曇野市の学校給食は、食材物価の高騰により、令和５年度改定し、本年も

小学校 300 円を 320 円、中学校 350 円を 375 円に改定した。また保護者の

経済的負担の軽減を図るため、令和５年度からの児童・生徒に係る給食費増額

分小学校 40 円中学校 45 円を市が公的負担している。本年度も食材物価の

高騰が続く中ではあるが調理や献立の工夫等により、栄養価を落とすことなく、

給食費の範囲で提供を行ってきたが、主食食材の高騰等から、次年度の食材

費の不足が見込まれる。 

成長期にある児童・生徒への栄養摂取エネルギー量の確保と、地産地消の推

進を基本とした安全・安心でおいしい給食の提供維持のために、給食費の見直

しについて安曇野市学校給食センター運営委員会の意見を求めるもの。 

説明 

１ 諮問の趣旨  

別紙のとおり 

 

２ 令和６年度給食費見直し案 

現行の食材単価不足分として１食あたり小学校 10 円（330 円）、中学校 15

円（390 円）増額改定する 

 

 

 

 

 

 

区分 
現給食費 

1 食 

改定案 

1 食 

増加額 備   考 

小学校 320 円 330 円 10 円 
年 64,000 円⇒66,000 円

（2,000 円増額） 

中学校 375 円 390 円 15 円 
年 74,625 円⇒77,610 円 

（2,985 円増額） 

    

R7 年度児童生徒食材費見込 

小学校：297,792 千円 

中学校：186,963 千円 

合 計 484,755 千円 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第１号 教育部  学校教育課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長) 上條貴芳  (担当係長) 塩原邦哲 

  

タイトル 私立高校に対する公費助成についての陳情について 

要旨 
中信地区私学助成推進協議会から、私立高校に対する公費助成の陳

情書が教育長宛に提出されたため、報告するもの。 

説明 

 

１ 陳情書の要旨 

（１）私立高校への経常費補助金（生徒数分割）の継続を行っていただきたい。 

（２）国・県の関係者に対して、就学支援金制度の拡充並びに経常費補助の増

額、施設整備費の補助、授業料軽減補助の増額など、私学助成増額のため

の意見書を上げていただきたい。 
 

【国・県向けの意見書要旨】 

① 私立高校への就学支援金制度の拡充並びに経常費補助の増額を行うこと。 

② 私立高校の教育条件改善のために施設、設備費の補助を行うこと。 

③ 私立高校の保護者負担を軽減するため学納金の補助を行うこと。 

 

２ 令和６年度 中信地区私学助成推進協議会各校への助成状況 

学校名 
生 徒 
総 数 
（人） 

市内在住 

生 徒 数

（人） 

安曇野市からの補助額

（円） 

※市内生徒1人×10,000円 

松商学園高等学校 1,336 186 1,860,000 

松本第一高等学校 594 70 700,000 

松本国際高等学校 1,611 116 1,160,000 

エクセラン高等学校 338 43 430,000 

信濃むつみ高等学校 521 83 830,000 

東京都市大学塩尻高等学校 750 36 360,000 

松本秀峰中等教育学校 254 25 250,000 

合 計 5,404 559 5,590,000 

※助成対象生徒数は、令和6年5月1日基準日における在籍者 

※松本秀峰中等教育学校は、後期課程が助成対象 

 

 

 

 

 

-59-



-60-



補
助

金
額

　
＝

補
助

対
象

生
徒

数
(Ａ

)
×

※
補

助
対

象
生

徒
：
令

和
6
年

5
月

1
日

現
在

で
安

曇
野

市
に

住
所

を
有

す
る

生
徒

交
付

決
定

交
付

確
定

合
計

(Ａ
)

全
日

制
通

信
制

構
成

率

1
６

学
第

13
83

号
６

学
第

22
78

号
〒

39
0-

85
15

松
本

市
県

3
丁

目
6番

1号
学

校
法

人
　

松
商

学
園

松
商

学
園

高
等

学
校

長
野

　
雅

弘
田

口
　

敏
子

1
,3

3
6

18
6

18
6

0
1
3.

9%
1
,8

6
0
,0

0
0

教
育

研
究

に
要

す
る

経
常

的
経

費
と

し
て

令
和

6年
6
月

3
日

6
月

25
日

7
月

31
日

8
月

28
日

9
月

25
日

2
６

学
第

13
83

号
６

学
第

22
78

号
〒

39
0-

03
03

松
本

市
浅

間
温

泉
1
丁

目
４

番
１

７
号

学
校

法
人

　
外

語
学

園
松

本
第

一
高

等
学

校
塩

野
　

英
雄

-
59

4
7
0

7
0

0
1
1.

8%
7
0
0
,0

0
0

教
材

費
と

し
て

令
和

6
年

6
月

11
日

6
月

25
日

7
月

31
日

8
月

28
日

10
月

2日

3
６

学
第

13
83

号
６

学
第

22
78

号
〒

39
9-

00
36

松
本

市
村

井
町

南
3
丁

目
6
番

25
号

学
校

法
人

 理
知

の
杜

松
本

国
際

高
等

学
校

鈴
木

　
徳

夫
麦

島
　

善
光

1
,6

1
1

11
6

6
5

51
7.

2%
1
,1

6
0
,0

0
0

教
育

研
究

経
費

と
し

て
令

和
6
年

6
月

10
日

6
月

25
日

7
月

31
日

8
月

28
日

9
月

25
日

4
６

学
第

13
83

号
６

学
第

22
78

号
〒

39
0-

02
21

松
本

市
里

山
辺

42
0
2

学
校

法
人

　
松

本
昭

和
学

園
エ

ク
セ

ラ
ン

高
等

学
校

西
沢

　
宏

本
郷

　
一

彦
33

8
4
3

4
3

0
1
2.

7%
4
3
0
,0

0
0

学
校

運
営

費
と

し
て

令
和

6
年

6
月

10
日

6
月

25
日

7
月

31
日

8
月

28
日

9
月

25
日

5
６

学
第

13
83

号
６

学
第

22
78

号
〒

39
0-

08
32

松
本

市
南

松
本

1-
1
3-

26
学

校
法

人
　

外
語

学
園

信
濃

む
つ

み
高

等
学

校
水

野
　

尚
哉

-
52

1
8
3

8
3

0
1
5.

9%
8
3
0
,0

0
0

通
信

運
搬

費
と

し
て

令
和

6年
6
月

7
日

6
月

25
日

7
月

31
日

8
月

28
日

10
月

2日

6
６

学
第

13
83

号
６

学
第

22
78

号
〒

39
9-

07
03

塩
尻

市
広

丘
高

出
2
0
81

学
校

法
人

　
五

島
育

英
会

東
京

都
市

大
学

塩
尻

高
等

学
校

阪
本

　
勝

利
-

75
0

3
6

3
6

0
4.

8%
3
6
0
,0

0
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６
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６
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0
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０

０
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績
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付
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定
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考
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第２号 教育部子ども家庭支援課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長) 山越寿彦  (担当係長) 赤羽賢一 

  

タイトル 安曇野市こども計画検討会議の委員の委嘱について 

要旨 
こども計画検討会議の委員のうち、選出会議の委員交代に伴い、前

任委員の残任期間を務める委員の委嘱について報告するもの。 

説明 

１ 委嘱 １名 

 選出区分 氏 名 所属等 

1 安曇野市子ども・子育て会議条例

第９条に規定する部会の委員 

丸山 篤子 主任児童委員 

 

２ 任期  委嘱等の日から令和８年３月 31 日まで 

 

３ 根拠 

〇安曇野市こども計画検討会議要綱（令和６年安曇野市教育委員会告示第５号） 

（組織） 

第３条 こども計画検討会議は、委員10人以内をもって組織し、次に掲げる者のうちか

ら教育委員会が委嘱する。 

(１) 安曇野市子ども・子育て会議条例（平成26年安曇野市条例第８号）第９条に規定

する部会の委員 

(２)～(５) 略 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年以内とし、再任は妨げないものとする。 

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

〇安曇野市子ども・子育て会議条例（平成 26 年安曇野市条例第８号） 

（組織） 

第４条 子ども・子育て会議は、委員 15 人以内をもって組織し、次に掲げる者のうちから

教育委員会が委嘱する。 

(１) 学識経験のある者 

(２) 子どもの保護者 

(３) 子ども・子育て支援に関する事業に従事する者 

(４) 事業主及び労働者を代表する者 

(５) 教育・保育施設及び地域型保育事業を行う者を代表する者 

(６) 認可外保育施設を代表する者 

(７) 公募による者 
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安曇野市情報公開条例 （平成18年安曇野市条例第５号）第５条
第１項第２号に規定する個人に関する情報であって、特定の個
人 が識別され、又は識別され得るものに該当するものであるた
め、非公開とします。
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第３号 教育部 子ども家庭支援課 

令和６年 11 月 28 日提出 （課長) 山越寿彦  (担当) 古畑瑞恵  

  

件名 安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の一部改正について 

要旨 児童クラブ利用者負担金の納期および算定方法について改めるもの 

説明 

１ 趣旨 

  児童クラブを長期休業のみ利用する場合の負担金について、利用実

態に沿った算定方法に変更することで、利用者の金銭的負担軽減およ

び算定誤り防止を図るもの。 

 

２ 施行日 

  公布の日 

  

３ 一部改正の内容 

 第２条第１項中「毎月末日」の次に「（次項第２号に該当する場合は、

利用した日の属する月の翌月末日）」を加え、同条第２項第２号中「申

込利用日数」を「属する月の利用日数」に改める。 

 

（以 上） 
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安曇野市情報公開条例 （平成18年安曇野市条例第５号）第５条
第１項第５号に規定する自治体の実施機関等の内部における審議、
検討又は、 協議に関する情報で、公にすることにより、率直な
意見の交換又は、意思決定の中立性が損なわれるおそれのある
案件に該当するため、非公開とします。





 

報告第４号 教育部 各課 

令和６年 10 月 24 日提出  

  

タイトル 後援依頼の教育長専決の報告について 

報告を要する事項の内容 教育長専決に伴う報告 

要旨 

課名 後援 

学校教育課 ５件 

生涯学習課  

文化課 ３件 

子ども家庭支援課 ３件 

        （詳細別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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ど
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前
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・
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よ
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憧
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を
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て
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催
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催
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。
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己
肯

定
感

の
向

上
を

目
的

と
し

て
い

る
た

め
。

1
1/

1
1

令
和

6
年

1
2
月

1
5
日

(日
)

明
科

公
民

館

将
来

の
夢

に
対

し
て

の
目

標
の

た
て

方
や

前
向

き
な

考
え

方
を

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

し
な

が
ら

楽
し

く
万

部
こ

と
が

で
き

る
。
日

常
や

学
校

生
活

に
も

役
に

立
つ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

も
目

指
す

。

・
悪

い
こ

と
が

起
き

た
時

の
考

え
方

（
講

演
）

・
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

変
換

ゲ
ー

ム
（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

）
-

-
-

R
6
年

度
承

認
あ

り
。
基

準
第

３
条

第
２
項

及
び

基
準

第
４
条

２
号

に
よ

り
可

■
第

２
回

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
キ

ッ
ズ

ス
ク

ー
ル

主
催

：
Y

e
a
rn

e
r

専
決

日
:令

和
6

年
1
1月

1
2
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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文
化

課
 

   
 

 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

安
曇

野
い

け
ば

な
協

会
　

会
長

　
鈴

木
久

美
子

生
涯

学
習

の
一

環
並

び
に

芸
術

文
化

の
振

興
に

寄
与

す
る

た
め

。
1
0
/
2
2

令
和

7
年

2
月

1
5
日

(土
)~

1
6

日
(日

)
豊

科
交

流
学

習
セ

ン
タ

ー
「
き

ぼ
う

」

・
流

派
や

資
格

に
関

係
な

く
、
花

を
愛

す
る

皆
さ

ん
の

い
け

ば
な

展
を

開
催

す
る

。
・
生

涯
学

習
の

一
環

と
し

て
、
地

域
と

密
着

し
た

文
化

活
動

を
行

う
。

・
花

展
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

る
仲

間
作

り
と

発
表

の
場

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
個

人
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。
本

年
は

感
染

対
策

に
十

分
留

意
し

て
行

う
。

約
4

3
名

に
よ

る
い

け
ば

な
作

品
の

展
示

を
行

う
。

会
費

：
1
,5

0
0

円
出

瓶
料

：
4
,0

0
0
円

〇
〇

〇

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

2
号

に
よ

り
可

■
安

曇
野

い
け

ば
な

展
主

催
：
安

曇
野

い
け

ば
な

協
会

専
決

日
:令

和
6
年

1
0

月
2
9

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

波
田

少
年

少
女

合
唱

団
　
代

表
　

古
波

田
　
充

合
唱

活
動

を
通

じ
、
青

少
年

少
女

の
健

や
か

な
心

身
の

育
成

を
図

る
た

め
。
安

曇
野

市
在

住
の

中
・
高

校
生

・
大

学
生

が
団

員
と

し
て

活
躍

し
て

い
る

た
め

。

1
0
/
2

1
4

5
6
1
9

松
本

市
音

楽
文

化
ホ

ー
ル

今
年

も
、
「
心

を
一

つ
に

、
そ

し
て

愛
を

あ
な

た
へ

」
を

モ
ッ

ト
ー

に
練

習
を

重
ね

た
1
年

間
の

成
果

を
披

露
さ

せ
て

い
た

だ
く

機
会

と
し

て
、
多

く
の

方
々

に
感

謝
を

込
め

演
奏

す
る

も
の

。

波
田

少
年

少
女

合
唱

団
の

団
員

に
よ

る
、
合

唱
の

コ
ン

サ
ー

ト
入

場
料

：
5
0

0
円

〇
〇

〇

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

2
号

に
よ

り
可

■
第

1
8

回
定

期
演

奏
会

主
催

：
波

田
少

年
少

女
合

唱
団

専
決

日
:令

和
6
年

1
0

月
2
9

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

株
式

会
社

　
市

民
タ

イ
ム

ス
　
代

表
取

締
役

　
新

保
　

裕
介

地
元

の
小

中
学

生
（
幼

児
）
に

広
く

告
知

し
、
大

勢
の

子
ど

も
た

ち
に

出
品

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

、
文

化
活

動
の

推
進

委
に

資
す

る
た

め
。

1
1/

6
令

和
7

年
2
月

1
5
日

(土
)~

2
月

1
7
日

(月
)

井
上

ア
イ

シ
テ

ィ
2

1
（
山

形
村

）

新
年

の
伝

統
文

化
で

あ
る

「
書

き
初

め
」
作

品
を

、
地

元
の

幼
児

・
小

中
学

生
か

ら
広

く
募

り
、
審

査
・
展

示
・
表

彰
等

を
行

う
こ

と
で

書
初

文
化

の
継

承
を

図
る

。

審
査

会
で

入
賞

と
な

っ
た

作
品

約
1
,0

0
0
点

余
を

会
場

に
展

示
し

、
来

場
者

に
鑑

賞
し

て
も

ら
う

。
入

賞
者

に
は

賞
状

と
記

念
品

を
贈

る
。
上

位
者

の
表

彰
式

も
行

う
。

〇
〇

〇

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

2
号

に
よ

り
可

■
第

3
8

回
市

民
タ

イ
ム

ス
書

き
初

め
展

主
催

：
株

式
会

社
　
市

民
タ

イ
ム

ス

専
決

日
:令

和
6

年
1
1月

1
1日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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子
ど

も
家

庭
支

援
課

 

   

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

一
般

社
団

法
人

ガ
ー

ル
ス

カ
ウ

ト
長

野
県

第
3
8

団
　
団

委
員

長
　
小

林
　

昭
子

安
曇

野
市

の
子

供
た

ち
に

、
遊

び
の

場
と

企
画

・
準

備
の

場
を

提
供

し
、
実

体
験

を
通

し
て

青
少

年
の

健
全

育
成

の
一

助
と

し
た

い
た

め
、
後

援
を

い
た

だ
き

広
く

周
知

し
た

い
。

1
0
/
1
1

令
和

6
年

1
2
月

1
日

(日
)

堀
金

公
民

館
　
会

議
室

１

安
曇

野
市

の
子

供
た

ち
が

自
分

た
ち

で
遊

び
を

企
画

・
準

備
・
実

施
す

る
場

を
提

供
す

る
と

共
に

、
季

節
を

感
じ

る
活

動
を

取
り

入
れ

、
地

域
交

流
・
異

年
齢

交
流

の
場

も
提

供
す

る
。

ゲ
ー

ム
、
ク

ラ
フ

ト
、
活

動
発

表
ガ

ー
ル

ス
カ

ウ
ト

の
技

術
の

体
験

参
加

料
2
0

0
円

（
保

険
、
工

作
材

料
、
お

や
つ

代
）

○
○

○

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

第
2

号
に

よ
り

可

■
安

曇
野

ガ
ー

ル
ス

カ
ウ

ト
　
み

つ
ば

ち
ラ

ン
ド

主
催

：
一

般
社

団
法

人
ガ

ー
ル

ス
カ

ウ
ト

長
野

県
第

3
8

団

専
決

日
:令

和
6
年

1
0
月

1
6

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

安
曇

野
小

学
生

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

連
盟

森
　
哲

夫

教
育

委
員

会
の

後
援

に
よ

り
本

事
業

が
青

少
年

健
全

育
成

に
関

わ
る

も
の

と
認

識
し

て
も

ら
う

た
め

1
0
/
1
8

令
和

6
年

1
1月

1
6

日
(土

)･
1
7

日
(日

)

明
科

体
育

館
・
豊

科
南

小
学

校
体

育
館

・
堀

金
小

学
校

体
育

館
他

教
育

的
な

環
境

の
も

と
に

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
通

じ
て

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

意
識

向
上

。
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
に

よ
っ

て
小

学
生

の
体

力
向

上
と

体
力

養
成

に
つ

と
め

る
。

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

。
参

加
料

：
１
チ

ー
ム

2
，
0

0
0
円

/
日

○
-

-

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

第
2

号
に

よ
り

可
教

育
長

の
大

会
顧

問
参

与
に

つ
い

て
も

依
頼

あ
り

■
2

0
2

4
年

度
あ

す
な

ろ
U

-
1
0

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

交
流

大
会

主
催

：
一

般
財

団
法

人
長

野
県

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

連
盟

・
長

野
県

小
学

生
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
連

盟

専
決

日
:令

和
6
年

1
0

月
2
4

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

安
曇

野
地

区
野

球
協

会
（
あ

づ
み

の
野

球
フ

ェ
ス

タ
実

行
委

員
会

）
  
関

島
　

資
浩

青
少

年
健

全
育

成
及

び
ス

ポ
ー

ツ
振

興
・
野

球
普

及
の

た
め

の
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
へ

の
集

客
や

認
知

度
ア

ッ
プ

な
ど

広
報

効
果

が
期

待
で

き
る

。
 ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
に

対
す

る
社

会
的

信
用

度
が

向
上

す
る

。

1
0
/
2
5

令
和

6
年

1
2
月

1
4
日

(土
)､

令
和

7
年

2
月

2
日

(日
)

堀
金

総
合

体
育

館
、

常
念

ド
ー

ム

昨
今

の
野

球
人

口
の

減
少

を
受

け
、
野

球
の

魅
力

を
未

経
験

者
の

園
児

や
小

学
生

に
発

信
し

、
安

曇
野

市
周

辺
の

多
く

の
子

供
達

に
野

球
を

始
め

て
ほ

し
い

と
い

う
願

い
を

込
め

て
ボ

ー
ル

遊
び

普
及

を
実

施
す

る
。
現

在
野

球
チ

ー
ム

に
加

入
し

て
い

る
小

学
生

に
向

け
て

も
、
さ

ら
に

野
球

の
楽

し
さ

を
伝

え
、
技

術
の

向
上

の
一

助
と

す
る

。

ホ
ー

ム
ラ

ン
競

争
、
ス

ピ
ー

ド
ガ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

、
ス

ト
ラ

ッ
ク

ア
ウ

ト
、
リ

ア
ル

野
球

Ｂ
Ａ

Ｎ
、
だ

る
ま

落
と

し
○

○
○

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

第
2

号
に

よ
り

可

■
あ

づ
み

の
野

球
フ

ェ
ス

タ
主

催
：
安

曇
野

地
区

野
球

協
会

（
あ

づ
み

の
野

球
フ

ェ
ス

タ
実

行
委

員
会

）

専
決

日
:令

和
6
年

1
0

月
2
8

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)
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報告第５号 

令和６年度 事業進捗状況報告（懸案事項等） 

１ 学校教育課 
教育総務係・教育指導室・学校教育担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

教育振興基本計画 

１ 11/21（木）開催の教育振興基本計画策定検討委

員会において、計画素案を提示。 

１・市議会へ素案報告。 

 ・パブリックコメント実施。 

 ・第４回策定検討委員会 

  令和７年２月上旬開催予

定。 

就学時健診業務 

１ 就学時健康診断 

・11/6（水）三郷小、11/15（金）堀金小、11/20

（水）豊科東小、11/27（水）豊科北小 

１ 就学時健康診断 

 ・未受診者の総ざらい 

学校保健事業関係 

１ 第 41 回長野県歯科保健大会 

・10/31（木）豊科南小 

 

２ 教職員健康推進事業 

・11/24（日）カウンセリングルーム（穂高会館） 

・11/25（月）～12/8（日）第２回ストレスチェッ

ク 

 

就学援助事務 

１ 就学援助 

・修学旅行費支給に係る調査、医療券発行（後期） 

 

２ 特別支援教育就学奨励費認定 

・調査に基づく支給額等変更 

・11/20（水）前期、修学旅行費（中学校）、新入学

学用品費支給 

・修学旅行費支給に係る調査 

１ 就学援助 

・修学旅行費支給 

・医療券発行（後期） 

２ 特別支援教育就学奨励費 

・修学旅行費支給 

 

 

GIGA スクール事

業 

１ ICT 支援員 

・各学校への ICT 支援訪問 

 

２ ICT 教育推進委員会 

・11/6（水）信濃町小中学校視察 

・11/28（木）穂高北小学校での授業公開 

信州大学森下准教授による講演・指導 

１ ICT 支援員 

・各学校への ICT 支援訪問 

左記以外 

 ネットワーク診断 

・各学校のネットワーク診

断を実施 

コミュニティスク

ール事業 

１ 学校運営協議会運営支援 

・10/22（火）堀金小、10/28（月）三郷中 

 

２ 堀金地域教育関係者連絡会 

・10/22（火） 

 

 

１ 地域学校協働本部連絡会 

・11/29（金）堀金地域 

・12/４（水）三郷地域 

・12/12（木）穂高地域、豊

科南中学校区、豊科北中

学校区 

学校安全支援事業 

１ 通学路合同点検 

・11/19（火）堀金地域、11/25（月）三郷地域 

・11/26（火）明科地域、11/28（木）豊科・穂高地

域 

 

小規模特認校制度 

１ 小規模特認校制度 

・令和７年度転入学手続終了 

１ 小規模特認校制度 

・次年度募集に向けた検証

（年内） 
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不登校支援事業 

１ 教育施設連携促進コーディネーターの活動状況 

・民間施設等訪問件数 ８件 

 ・学校訪問による民間施設等を利用する児童生徒の

状況把握、情報交換 ６校 

・10/28（月）民間施設・不登校支援関係者等との座談

会  

内容：不登校の経験のある子の保護者、当事者（現

社会人）との懇話 

・11/15(金) 不登校の経験のある高校生との座談会

（不登校対策推進チーム連絡会）  

 

 

１ 市内の施設を定期訪問 

・市外にて不登校支援等を実

施する施設にも随時訪問 

 

 

 

 

 

 

 

2 その他 

 ・11 月下旬～12 月 

民間施設・不登校支援関係者

等との座談会２回目（予定） 

キャリア教育 

１ 中学生キャリアフェスティバル 

(１) 日時 

10/17（木）午前９時から午後３時 50 分まで 

(２) 場所 穂高総合体育館 

(３) 対象 安曇野市中学１年生 

＊７中学校を午前参加校と午後参加校の２グル

ープに分けて開催 

午前：穂高西中、豊科北中、三郷中 

午後：豊科南中、穂高東中、堀金中、明科中 

(４) 概要 

安曇野市内の中学１年生が、地元安曇野市にある企

業などを知り、そこで働く大人の姿や考えにふれる

ことで、自らの生き方・働く意味を考え、地域との

つながりを通して郷土愛を育む機会とした。 

・第３回生徒実行委員会 

（11/１(金)） 次年度に向けた成果と課題の共有 

 

２ 明科三校キャリア教育の推進 

 ・10/25(金)研究主任会、11/11(月) 

１ 中学生キャリアフェステ

ィバル 

・報告書の作成 

・キャリアフェスティバル

冊子製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校給食課 
学校給食担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

給食センター総

務費 

・給食センター更新計画策定事務 

・地産地消の取組み 
地産地消の取組み 

学校給食費会計

公会計事業 

・11/18（月）令和６年度給食費第 6 期再振替 

12/ 2（月）令和６年度給食費第 7 期振替  

 

令和 6 年度給食費 

小学校 320 円/食 

（うち保護者負担 280 円） 

中学校 375 円/食 

（うち保護者負担 330 円） 

各給食センター

管理運営事業 

・所管する学校へ安心で安全なおいしい給食を提供で

きるように、施設及び調理環境の整備の実施（各セン

ター） 

・栄養士の学校訪問（各センター） 

 

 

堀金給食センタ

ー設備更新事業 

・堀金給食センター設備更新工事竣工見込（～１/31

（金）） 
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３ 生涯学習課  
社会教育係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

中央公民館事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ オンライン日本語教室モデル事業終了 

・８/22～11/ 28 毎週木曜日、全 15 回、 

定員 20 名/回 

 

２ 安曇野市人権の集い 

 ・12/７（土）午後２時～４時 豊科公民館ホール 

第 43 回「全国中学生人権作文コンテスト」 

松本地区大会 市内入選者表彰及び作文発表 

講演「女性が活躍できる社会・会社について考え 

る」 

講師：丸山 将一さん（エムケー精工株式会社代 

表取締役社長、「女性から選ばれる長野県を目

指すリーダーの会」発起人） 

※講演は「企業人権啓発講演会」を兼ねて開催 

 

３ 安曇野アカデミー（第５回目・最終回） 

  テーマ：安曇野の伝説・民謡② 

 ・12/10（火）午後 7 時～8 時 30 分 大会議室 

 

４ 日本語教室ボランティア講習会 

 ・12/16（月）午後１時 30 分 305 会議室 

  講師：山本もと子さん（信州大学グローバル化推 

進センター非常勤講師） 

 

５ 令和７年安曇野市二十歳の集い 

 ・１/12 日（日）午後２時～２時 30 分まで 

安曇野市総合体育館「ＡＮＣアリーナ」 

１ 令和 5、6 年度は県のモデル事業

として実施。令和 7 年度の自走に

向けて関係先と調整中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市内の中学校を卒業している者

（該当 868 人）、又は 10/１現在、

安曇野市に住所を有する者 

豊科生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

豊科公民館事業 

 

 

 

 

 

 

１ 出会い・ふれあい・生きがいセミナー 

「屋根の上の芸術～瓦の見方・楽しみ方～ 

 ・12/10（火）午後 1時 30 分 豊科公民館 

 

２ 豊科の宝講座「飯田堰に灌漑された集落を訪ね 

て」・12/12（木）午後 1時 30 分 豊科公民館 

 

３ ICT 講座「スマートフォン相談会」  

・12/18（水）午前 10 時 豊科公民館 

 

 

 

 

穂高生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

穂高公民館事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ICT 講座パソコン初心者シニア向け年賀状作成 

教室 

・11/28（木）午後１時 穂高商業高校 

講師：日本郵便職員、穂高商業高校の皆さん 

 

２ プロが教えるクリスマス料理教室 

・12/4（水）午前 9時 30 分 穂高公民館 

  講師：ロッソ・ビアンコ シェフ 
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３ 高圧受電設備更新工事に伴う全館停電（休館日） 

・12/9（月）午前 9時～午後 4時 

 

４ 京のおばんざい料理教室 

 ・12/11（水）午前 9時 穂高公民館 

  講師：高瀬美幸さん 

 

５ 第２回穂高地域学校協働本部連絡会 

 ・12/12（木）午後 3時 30 分 穂高公民館 

 

 

 

三郷生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

三郷公民館事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 第３回三郷地域協働本部連絡会 

 ・12/4（水）午前 9時 30 分  

三郷交流学習センター「ゆりのき」 

 

２ スポーツ推進委員との合同会議 

 ・12/6（金）午後６時 30 分 三郷文化公園体育館 

 

３ 第２回三郷祭運営委員会 

 ・12/13（金）午後 7時 三郷交流学習センター 

 

４ 郷土講演会 

 ・12/15（日）午後 1 時 30 分 三郷交流学習センター 

 

堀金生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

堀金公民館事業 

 

 

 

 

 

１ 親子注連縄づくり 

・12/1（日）午前 10 時 堀金公民館 

 

２ 地区公民館役員会 

 ・12/5（木）午後７時 堀金公民館 

 

３ 食卓にもう一品料理講座④ 

 ・12/21（土）午後７時 堀金公民館 

 

 

 

明科生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

明科公民館事業 

 

 

 

 

 

１ ワインと音楽の夕べ 

 ・12/6（金）午後５時 30 分 明科公民館 

 

２ スマホ相談室 基礎編第３回 

 ・12/12（木）午前 10時 明科公民館 

 

３ お正月のお花を飾ろう 

・12/26（木）午前 10 時 明科公民館 

 

 
 

-76-



４ 文化課 
文化振興担当 

事業 現    況 今後の取り組み 

芸術教育普及事

業 

１ 安曇野AIR2024 

・東京藝大安曇野 AIR「ROOOT ROOT ROOT」展 

10/10（木）～22（火） みらい、髙橋節郎記念美術館 

 

２ 東京藝大交流事業 

・楽器演奏指導 期間：10/12（土）～14（月・祝） 

堀金中 17 人、明科中 18 人、豊科北中 24 人 

穂高西中 13 人 

・コンサート：10/14（月・祝） 参加者 140 人 穂高会館 

 

３ 新進音楽家コンサート 

 

４ ミュージアム活性化事業 

・美術館博物館年間予定表（パスポート） 

９月利用者７人、10月利用者13人 

・ギャラリートークリレー 

期間：10/26（土）～11/4（月・祝） 

貞享義民記念館、臼井吉見文学館ほか（13館） 

・学校ミュージアム 

穂高西小 11/20（水） 明北小 11/29（金） 

・信州大学連携バスツアー 11/24（日） 

 

５ ０歳からのミニコンサート 

・第2回 11/8（金）（明科公民館） 参加者94名 

 

６ ガラス工房展 

 11/1（金）～12/4（水） 交流学習センターみらい 

 

 

 

 

 

リーダーズバンド練習 

 令和 7 年 2 月 

・あづみの新進音楽家コンサ

ート 

12/７(土) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校ミュージアム） 

穂高東中 1月23日（木） 

豊科南中 1月24日（金） 

文化団体補助事

業 

１ 『安曇野文化』刊行 

・第53号（秋号）10/31（木）発行 

 

2 ちくに生きものみらい基金充当事業 

・11/６（水）明北小 明科水産試験場 外 

・11/18(月)豊科東小 四賀 化石及び地層見学 

・11/22（金）明北小 長峰山 外 

 

・第4回編集委員会 

１/17（金） 

文化振興総務 
１ 博物館協議会 

・第2回 10/29(火)10:00～本庁舎301 

・第 3 回 3/5（水）9:30～

11:30 

指定管理施設の

事業 

１ 豊科近代美術館 

・「近美コレクション展」11/19（火）～12/4日（水）きぼう 

 

2 田淵行男記念館 

・澤井俊彦写真展「クマの記憶」 9/10（火）～12/1（日） 

 

3 髙橋節郎記念美術館 

・北穂高芸術展 10/26（土）～11/24（日） 

 

 

 

 

 

 

・空調工事、照明LED化等

の改修のため休館12月～令

和7年3月31日予定 

豊科近代美術館

大規模改修工事 
工事期間：令和６年６月～令和７年７月 

・休館予定期間：６/３～令和

７年８月下旬 
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博物館担当 

事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

豊科郷土博物館 
１ 階段昇降機設置 

・11/2 日(土)から一般使用可能 

1 こたつ講座(12 月) 

12/7(土)、12/14(土) 

新市立博物館準

備事業 

１ 第３回安曇野市新市立博物館整備方針検討委員会 

・期日:11/15(金) 

 

貞享義民記念館 

１ 上井彦之助油彩画展 

・会期：10/9(水)～10/24(木) 参加者：133 人 

 

２ くらふとのわ・笑・和展  

・会期：10/27(日)～11/4(月・祝) 

 

３ フォトサロンなかがや写真展 

・会期：11/10(日)～11/24(日) 

 

４ 人権・平和研修「満蒙開拓平和記念館見学」 

・期日：10/11(金) 参加者：21 人 

 

５ 上映会「籾は死なず」 

・期日：11/9（土） 参加者：112 人 

１ 三郷昆虫クラブ昆虫展  

・会期：11/27(水)～

12/1(日) 

 

文書館施設運営

管理事業 

1 重要文書等収集・整理（公開資料点数） 

・公文書 55,505 点、地域資料 55,566 点(10 月末現在) 

(10 月新規点数/公文書 365 点、地域資料 549 点) 

 

文書館教育普及

事業 

1 後期企画展関連企画 

文書館講演会「『安曇野』に見る川井訓導事件」 

・期日：10/20（日） 参加者：44 人 

 

市誌編さん事業 

1 安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会） 

・期日：11/25(月) 

1 市誌編さん専門調査会

（考古部会） 

・期日：12/18(水) 

文化財保護係 

事業（懸案事項） 特記事項 今後の取り組み 

文化財保全事業 

 

１ 安曇野市文化財保存活用地域計画 

 市民向けワークショップ実施（10/12，10/26，11/9）土曜日 

・第４策定協議会 

12 月 13 日(金) 

埋蔵文化財発掘

調査事業 

１ 国道19号の歩道拡幅に伴う明科遺跡群明科廃寺に係る長

野国道事務所との保護協議 

・発掘調査 

11 月 5 日(火)～ 

図書館係 

事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

全館事業 
1 秋の読書週間 10/22(火)～11/10(日)      市内公共

図書館全館 

 

図書館事業 
１ 第２回図書館協議会 

 ・11/14（木）  みらい  午後１時 30 分～ 

 

中央図書館 

１ 映画上映会「クリスマス・キャロル」 

 ・12/13（金）  みらい  午後６時 30 分～ 

２ クリスマスおはなし会 

 ・12/14（土）  みらい  午前 10 時 30 分～ 

 

豊科図書館 

１ クリスマスおはなし会（午前の部：乳幼児対象） 

 ・12/13（金） きぼう  午前 11 時～ 

２ クリスマスおはなし会（午後の部：幼児対象） 

 ・12/13（金） きぼう  午後４時～ 

 

三郷図書館 
１ クリスマスおはなし会 

 ・12/14（土） ゆりのき 午前 10 時 30 分～ 
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堀金図書館 
１ クリスマスおはなしのへや 

 ・12/17（火） 堀金公民館  午前 10 時 30 分～ 

 

明科図書館 

１ ひまわり講座② 

 「牛乳パックで回るおもちゃをつくろう！」 

 ・11/10（日）  ひまわり  午前 10 時 30 分～ 

 

 

 

５ 子ども家庭支援課 
子ども子育て政策係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童クラブ整備事

業 

１ 教室改修工事等の進捗状況 

・豊科東小児童クラブ 被服室改修工事 

 10/31（木） 竣工    

・明南小児童クラブ 普通教室改修工事 

 11/29（金） 竣工予定 

１ 備品調達（長机） 

第３次安曇野市子

ども・子育て支援

事業計画策定業

務 

１ 子ども・子育て会議 

・11/12（火） 午後１時 30 分～本庁舎 全員協議会室 

１ 子ども・子育て支援事業計

画パブリックコメント 

・12/23（月）～ R7/1/20

（月） 

 

こども計画策定業

務 

１ こども計画策定検討会議 

・11/12（火） 午後３時 30 分～ 本庁舎 全員協議会室 

１ こども計画 

パブリックコメント 

・12/23（月）～ R7/1/20

（月） 

黒沢洞合自然公

園整備事業 

１ 実施設計業務 

・履行期間 ３月～11 月（部分（土木）完了済） 

１ 工事入札契約 

・12 月以降 

子ども家庭相談担当〈子ども発達支援相談室〉 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童発達支援事

業 

１ 遊びの教室 

・11 月は９回実施 

こあら（１歳児）穂高（11/5（火）、11/20(水)、11/22(金)） 

こあら（１歳児）豊科(11/7（木）、11/21（木）） 

いるか（２歳児）穂高（11/11（月）、11/12（火）、11/28

（木）、11/29（金）） 

  

２ 発達相談日（親子であっぷっぷ） 

・11 月は４回実施（11/6（水）、11/13（水）、11/19（火）、 

11/27（水）） 

 

３ 運動発達相談日（はいはいたっち） 

・11 月は３回実施（11/8（金）、11/18（月）、11/22（金）） 

 

４ ことばの相談日 

・11 月は２回実施（11/7（木）、11/21(木)） 

 

５ 親子で遊ぼう教室 

・11 月は１回実施（11/25（月）） 

 

１ 12 月は７回の実施を予定 

 

 

 

 

 

 

２ 12 月は５回の実施を予定 

 

 

 

３ 12 月は２回の実施を予定 

 

 

４ 12 月は２回の実施を予定 

 

 

５ 12 月は１回の実施を予定 
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６ 子育て学習会 

・11 月は４回実施（11/1（金）、11/12（火）、11/19（火）、

11/28(木)） 

６ 12 月は実施なし 

子育て給付係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童手当給付事

業 制度改正 

１ 制度改正により申請が必要な方（高校生のみ養育の方、

所得制限により資格喪失していた方 等）からの申請書類

について審査・入力を実施中 

・対象 約 1,500 件 

１ 制度改正後の初回支給は

12 月。以後、各偶数月に

支給。 

児童青少年係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童館運営事業 １ 児童クラブ令和７年度申請審査期間 

・令和７年１月まで 

 

豊科児童館整備

事業 

１ 豊科中央児童館 建築工事 

・工期：9/3（火）～R7.9/30（火） 

 

青少年育成環境

整備事業 

１ 第３回市青少年センター運営委員会 

・10/25（金）共用会議室 306 午後１時 30 分～ 

 

２ 中信４市青少年補導センター連絡会議 

・10/31（木）松本市立博物館 午後２時～ 

 

３ 「子ども・若者育成支援強調月間」啓発活動 

（街頭啓発） 

・11/１（金）ＪＲ豊科、穂高、明科駅前 午前７時～ 

 

４ 県青少年健全育成県民大会 

・11/２（土）中野市市民会館 午後１時～ 

 

５ 第２回学校・警察連絡協議会 

・11/５（火）堀金公民館 午後２時～ 

１ 県青少年補導センター臨

時役員会（Web 開催） 

・12/23（月） 午前 10 時～ 

青少年体験事業 １ 親子プログラミング教室 

・10/26（土）、27（日）、11/９（土）、10（日） 

 大会議室 各午前の部 10 時～、午後の部１時～ 

 

２ 市子ども学芸クラブ第２回会議 

・11/８（金）共用会議室 307 午後２時～ 

 

３ 子ども文化祭 

・11/16(土)～23(土) 穂高交流学習センター「みらい」 

 ステージ発表は 11/23（土） 

・冬季親子体験ラボ「クリスマ

スマカロンタワーを作ろ

う！」12/１(日) 豊科交流

学習センター「きぼう」 午

前 10 時～ 

 

・ジュニアリーダー養成講座

「三九郎組み立て講座」

12/8(日) 堀金総合体育

館ほか 午前９時 30 分～ 

 

・友好都市武蔵野市交流事

業（１月実施）参加者募集

12/6(金) まで 

放課後子ども教室

実施事業 

１ わいわいランド実施 

・毎週水曜日 市内 10 小学校 
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６ こども園幼稚園課 
保育幼稚園担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

安曇野市立認定こ

ども園・幼稚園給

食調理等業務委

託事業 

１ 安曇野市立認定こども園・幼稚園給食調理等業務委託事

業 

期日 11/22（金）午前・午後（予定） 

場所 安曇野市役所 会議室 401 

内容 第２回審査委員会・プロポーザル 

令和７年４月１日から令和 12 年３月 31 日まで安曇野市立

認定こども園・幼稚園給食業務について受託候補者を選

定する。 

 

 

 

12/６（金）審査結果通知 

 

 

社会福祉法人長

野県社会福祉協

議会主催（安曇野

市共催） 

潜在保育士の復

帰セミナーと就職

相談会 

１ 令和６年度「保育士さんいらっしゃい！」～潜在保育士の

復帰セミナー＆就職相談会～ について 

期日 令和６年 12/7（土）午後 1 時～午後３時 30 分 

場所 豊科交流学習センター「きぼう」 

内容 ミニトーク、参加者へのアピールタイム、就職相談 

 

 

 

 

 

 

令和７年度公立園 

入園予定児の入

園面談 

１ 令和７年度公立園 入園予定児の入園面談について 

期日 12/14（土）午前中 

場所 各園 

内容 聞き取り・相談を行いスムーズな入園に繋げる 

 

 

 

 

12 月上旬 内定通知配送 

 

１/24（金）入園オリエンテー

ション 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第８号 教育部 学校教育課 

令和６年 11 月 28 日提出 (課長)上條貴芳 (担当係長)山浦功和  

  

件名 令和６年度 交通事故０「ゼロ」プロジェクトの結果について 

要旨 
令和６年度 交通事故０「ゼロ」プロジェクトで実施した事業の概要、交通

安全クイズ結果等について報告するもの 

説明 

１ 概要 

安曇野市教育委員会では、令和２年度から子ども達の大切な命を守

るため、交通事故０「ゼロ」を目指した取組を実施している。本年度は、令

和６年秋の全国交通安全運動（令和６年９月 21 日(土)～同月 30 日

(月)）に併せ、９月 21 日から 10 月 20 日までの１か月として取り組んだ。 

 

２ プロジェクト期間中の交通事故状況 

実施期間である９月 21 日から 10 月 20 日までの間、児童・生徒に関

わる事故報告は、０件であった。引き続き、被害者にも加害者にもならな

いよう、この取組を継続したい。 

 

３ プロジェクト実施内容 

（1） 交通事故防止ポスターの掲示 

  啓発ポスターを、主として学校や支所、公民館、児童館、図書館な

ど公共施設を中心に掲出し、本プロジェクトの周知を行った。 

(2) 横断幕の掲出 

  市役所に横断幕を掲出し、本プロジェクトの周知を行った。 

（３） 親子で取り組む交通安全クイズの実施 

   秋の全国交通安全運動に併せ、親子で 1 年に 1 回は交通安全につ

いて話し合うきっかけとなるよう、交通安全クイズを作成し、市内のす

べての小・中学校にチラシの配布を行った。 

 ア 周知方法 

① チラシの配布 

9 月 24 日（火）～同月 27 日（金）の間に、市内小中学校全校を対

象にチラシを配布。 

② オクレンジャーによる周知 

9 月 20 日（金） 交通事故０「ゼロ」プロジェクトの周知 

10 月 4 日（金） 交通安全クイズの周知 

 イ 回答状況 

回答状況については、次のとおりとなった。 
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 小学生・低 小学生・高 中学生 保護者 

対象数 2,283 2,324 2,379 － 

9/30（木） 139 160 99 128 

10/20(日) 299 327 236 377 

回答率 13.0％ 14.0％ 9.9％ － 

 ・9/30(木)：秋の全国交通安全運動の最終日 チラシのみ 

 ・10/20（日）：交通事故０「ゼロ」プロジェクトの最終日 オクレンジャー 

 

 ＜寄せられた意見＞ 

 ・簡単なクイズだった。（小学校高学年） 

 ・グリーンベルトの事は勉強になった。（保護者） 

 ・実際、子どもから「クイズをやろう！」と誘われ、交通ルールを話すきっ

かけになった。（保護者） 

 ・お父さんお母さんには気をつけてほしいと思った。（小学校低学年） 

 

 

４ 今後の取組 

 今後も、本プロジェクトが親子で交通安全を考える機会となることが定

着するよう取り組むものとする。 

 

（以 上） 
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地域
ちいき

ぐるみで子
こ

どもの 命
いのち

を守
まも

る 

交通事故
こうつうじこ

０
ゼロ

プロジェクト 
～家族

か ぞ く

と 考
かんが

えよう「交通安全
こうつうあんぜん

」～ クイズにチャレンジ！ 
 ９月２１日から「秋の全国交通安全運動」がはじまりました。 

 家族でクイズにチャレンジして、「交通安全」について話し合ってみよう！ 

●こうつうあんぜんクイズ 

（小学
しょうがく

１～３年生
ねんせい

向け
むけ

） 

みんなは、どのくらいこうつう

ルールをわかっているかな。 

こうつうあんぜん

クイズでたしかめ

てみよう。 

 

●交通安全クイズ 

（小学４～６年生向け） 

自転車にも、守らないといけない

ルールがあるよ。どんなルールが

あるのか、クイズに

挑戦
ちょうせん

してみよう。 

●交通安全クイズ 

（中学生向け） 

中学生になって、ルールなんて

知ってるよって思っていない？ 

交通ルールについて、改めて

考えてみよう。 

●交通安全クイズ 

（保護者向け） 

お子さんとクイズに挑戦して、

家族で交通ルールを 

考える時間をつくりましょう。 

 

〈小学１～３年生〉 

〈中学生〉 

〈小学４～６年生〉 

〈保護者〉 
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 保護者のみなさま 

～家族で話そう交通安全～ 

  

 学校の登下校時における生徒・児童の交通事故０（ゼロ）を目指して、  

安曇野市教育委員会では、毎年9/21から9/30に行われる「秋の全国交

通安全運動」にあわせて、「交通事故０（ゼロ）」を目指した取り組みを行っ

ています。 

 これまでは、市民のみなさまが交通事故の加害者にも被害者にもならない

ことを願い、学校へのポスターの掲出や通学路の点検などの取り組みを

行ってきました。 

 今年は、１年に１回は家族で交通安全について話し合う、そのようなきっか

けとなることを願い、年齢に合わせた交通安全クイズをチラシにしました。 

 ご家庭でクイズを通じて交通安全について話しあい、交通安全について考

えてみましょう。 小学生は、守られる立場であっても自分自身を守る必要が

あること。中学生は、守られる立場から守る立場へ変化があること。そんな

「気づき」となることがねらいです。 

 みなさまのちょっとした「交通安全に対する気づきと意識」の積み重ねによ

り、交通事故が「ゼロ」となることを願っています。 

 

 

安曇野市教育委員会事務局  

 学校教育課 

「からだを動かし、頭で考え、心に感ずる」は、文芸評論家・作家・教育者の臼井吉見さん（1905-1987安曇

野市堀金出身）の講演「中学生諸君に望む」（1967）から 

交通事故0プロジェクトの詳細は、市HPをご確認ください。 
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おうだんほどうの しんごうきの あおいろが　 ピカピカひかっているときは、つぎ

の あおになるまでまつ

299 件の回答

ほどうのないどうろでは、どうろのまんなかをあるく

299 件の回答

こうつうあんぜんクイズ（小学校低学年向け）
299 件の回答

分析を公開

コピー

○

×

6%

94%

コピー

〇

×

97.7%
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ボールが どうろに ころがってしまったので、いそいで どうろに とびだして、ボー

ルを ひろった

299 件の回答

かえりみちに、ほどうにある ブロックにのってあそんだ

299 件の回答

おうだんほどうを わたるときは、くるまが こないか しっかりと かくにんしてから

わたる

299 件の回答

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 不正行為の報告 - 利用規約 - プライバシー ポリシー

コピー

〇

×

98.7%

コピー

〇

×

98%

コピー

〇

×

99.3%

 フォーム
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小学生は、歩道を自転車で走っても良い

327 件の回答

友達と遊びに行くときに、一人が自転車だったので、二人乗りをして公園に出か

けた

327 件の回答

交通安全クイズ（小学校高学年向け）
327 件の回答

分析を公開

コピー

〇

×38.8%

61.2%

コピー

〇

×

98.8%

-103-



友達とならんで話しながら自転車に乗った

327 件の回答

雨が降ってきたので、かさを差しながら自転車に乗った

327 件の回答

通学路で見かけるグリーンベルトは、グリーンベルト内であれば広がって歩いて

も良い

327 件の回答

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 不正行為の報告 - 利用規約 - プライバシー ポリシー

コピー

〇

×

95.4%

コピー

〇

×

98.8%

コピー

〇

×
65.1%

34.9%

 フォーム
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止まれの標識は、車が止まるためにあるものなので自転車は止まらなくても良

い

236 件の回答

中学生はまだ子どもなので、交通事故を起こしても、賠償金を請求されることは

ない

236 件の回答

交通安全クイズ（中学生向け）
236 件の回答

分析を公開

コピー

〇

×

98.7%

コピー

〇

×

7.6%

92.4%
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自転車から降りるときは、自転車の左側に降りた方が良い

236 件の回答

自転車のライトは暗い道を照らすためのものであるため、暗くても走りなれた道

であれば、ライトを使わなくても良い

236 件の回答

交通ルールは車だけが守るのではなく、自転車や歩行者も守る必要がある

236 件の回答

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 不正行為の報告 - 利用規約 - プライバシー ポリシー

コピー

〇

×

12.7%

87.3%

コピー

〇

×

100%

コピー

〇

×

95.8%

 フォーム
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自転車なら、お酒を飲んでも運転しても良い

377 件の回答

道路上にある、ひし形のマークは付近に学校があることを示している

377 件の回答

交通安全クイズ（保護者向け）
377 件の回答

分析を公開

コピー

〇

×

98.9%

コピー

〇

×

21.8%

78.2%
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ゾーン30では、学校が近いので急いで走行しなければならない

377 件の回答

2023年の4月から大人も自転車に乗る際にヘルメットの着用が努力義務となっ

た

377 件の回答

信号機のない横断歩道で歩行者がいる場合は、車は必ず止まらなくてはいけな

い

377 件の回答

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 不正行為の報告 - 利用規約 - プライバシー ポリシー

コピー

〇

×

95.5%

コピー

〇

×

96.3%

コピー

〇

×

9.5%

90.5%

 フォーム
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